
現代福祉学部の学び

現代福祉学部 福祉コミュニティ学科
４年 N・Sさん（女性）



1．なぜこの学部に入学したのか

中学生時代から子どもに携わる仕事につきたい

⇒子どもに携わる仕事はたくさんある…何に焦点を置こう…
⇒ニュースで聞く児童虐待、不登校、いじめや自殺

未然に防ぐことはできなかったのか？
問題の背景には、どんなことが起きていたの？

子どもを取り巻く環境について学びたい！
何か助けを必要とする人の力になりたい！



【岩田ゼミ】

⇒児童福祉・家族福祉・教育福祉の書籍を中心に読み進め、自分の印

象に残ったところや疑問に感じたところをまとめる

⇒ゼミ仲間とディスカッション

⇒ゼミ合宿では、函館へ

母子生活支援施設、少年刑務所、保育園などの施設見学

⇒卒論

里親制度の普及を阻むものはなにか〜地域の取り組みを比較して〜

2．ゼミ



【スウェーデン&ドイツ】

3．海外研修



【実習先：児童養護施設】

⇒様々な事情で、保護者と暮らすことができない子どもたちを養護し、

生活支援•家族支援•自立支援•里親支援を行う施設

【とある1日の流れ】

•生活支援

（掃除•洗濯•食事づくり）

•子どもたちとの関わり

（学習指導•お誕生日会•地域イベント参加）

•個別援助計画

（子どもの課題解決に向けた援助方法を考える）

4．ソーシャルワーク実習



【実習先：教育委員会】

スクールソーシャルワーカーとは…

⇒いじめや不登校、虐待、貧困など、学校や日常生活における問題

について支援を行う。福祉と教育の架け橋。

【とある1日の流れ】

•中学校でのケース会議同行

（不登校児に関する情報共有）

•模擬ケース会議

（実際にスクールソーシャルワーカー役となって会議を進行）

5．スクールソーシャルワーク実習



•福祉について幅広く学ぶことができる
⇒人々の暮らしに身近な知識が身に付く

•実際にフィールドにでて学ぶことができる
⇒座学だけでなく、実際の現場を知ることで学びが充実

•やりたいことに挑戦できる
⇒自分の可能性を広げるチャンスがたくさんある

6．現代福祉学部とは


